
県幹部らが今年度の意気込みを語る

茨
城
県
特
集

産
業
立
地
推
進
東
京
本
部

優
遇
施
策
Ｐ
Ｒ
し
立
地
日
本
一
奪
還

宮
田
達
夫
本
部
長

　
２
０
１
１
年
の
企
業
立
地

は
、
東
日
本
大
震
災
や
歴
史

的
な
円
高
に
加
え
、
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
も
重
な
り
、
工
場
立
地
面

積
が
全
国
一
位
と
な
っ
た

年
に
比
べ
、
立
地
面
積
・
件

数
と
も
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
だ
が
、
広
域
交
通
網
の
整

備
進
展
、
首
都
圏
と
の
近
接

性
な
ど
本
県
の
企
業
立
地
環

境
の
優
位
性
は
変
わ
ら
な

い
。
今
年
に
入
り
県
内
企
業

の
生
産
能
力
増
強
計
画
が
進

展
し
、
企
業
立
地
も
回
復
の

兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
原
発
事
故
風
評

被
害
か
ら
の
立
地
環
境
改
善

の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
「
産

業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
」

や
、
税
制
上
の
特
例
措
置
を

活
用
で
き
る
「
茨
城
産
業
再

生
特
区
計
画
」
な
ど
、
新
た

な
企
業
誘
致
の
ツ
ー
ル
も
で

き
た
。

　
企
業
立
地
に
よ
る
産
業
の

集
積
と
活
性
化
は

本
県
の
産
業
の
復

興
・
発
展
は
も
と

よ
り
、
わ
が
国
の

産
業
競
争
力
の
維
持
・
発
展

の
た
め
に
も
大
変
重
要
だ
。

茨
城
県
の
持
つ
優
れ
た
立
地

環
境
や
新
た
な
優
遇
施
策
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
企
業
立

地
日
本
一
を
奪
還
す
る
。

企
業
局

水
の
安
定
供
給
と
危
機
管
理
対
策

中
島
敏
之
局
長

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
施
設
の
復
旧
も
完
了
し
つ

つ
あ
り
、
引
き
続
き
県
民
生

活
に
不
可
欠
な
水
道
用
水
や

産
業
活
動
の
血
液
で
あ
る
工

業
用
水
の
安
定
供
給
を
堅
持

し
、
県
勢
発
展
の
一
翼
を
担

う
。

　
今
年
度
は
、
浄
水
場
の
改

築
事
業
や
施
設
更
新
事
業
な

ど
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
非
常
用
発
電
設
備
の
導

入
を
は
じ
め
と
し
た
危
機
管

理
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
る
。
併
せ
て
、
さ
ら
に
安

全
で
お
い
し
い
水
道
用
水
を

供
給
す
る
た
め
、
高
度
浄
水

処
理
施
設
の
整
備
な
ど
を
進

め
る
。
工
業
用
水
で
は
古
河

名
崎
工
業
団
地
や
県
央
地
域

に
向
け
た
送
水
施
設
の
整
備

を
進
め
、
立
地
企
業
の
競
争

力
向
上
や
企
業
誘
致
を
支
援

す
る
。

　
地
域
振
興
事
業

と
し
て
は
、
阿
見

東
部
お
よ
び
江
戸

崎
工
業
団
地
に
つ

い
て
、
圏
央
道
の
開
通
効
果

や
企
業
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か

つ
細
や
か
な
対
応
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、
早
期
分
譲
に
努

め
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡

大
に
貢
献
す
る
。

農
林
水
産
部

農
林
水
産
業
の
振
興
計
画
本
格
化

柴
田
真
幸
部
長

　
２
０
１
１
年
に
策
定
し
た

農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振

興
計
画
は
、
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
今
年
が
実
質
の
ス
タ

ー
ト
の
年
に
な
る
。

　
被
災
し
た
農
地
の
復
旧

は
、
５
月
中
に
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
る
。
農
業
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
農

畜
産
物
の
提
供
と
「
エ
コ
農

業
茨
城
」
の
推
進
、
「
い
ば

ら
き
農
林
水
産
物
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
」
に
基
づ
く
販

路
拡
大
、
「
青
年
就
農
給
付

金
」
を
最
大
限
活
用
し
た
若

い
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
な
ど
、
茨
城
農
業
改
革
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
林
業
で
は
、
森
林
湖
沼
環

境
税
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

な
ど
を
進
め
、
木
を
植
え
、

育
て
、
伐
採
し
、
木
材
を
有

効
利
用
す
る
「
緑
の
循
環
シ

ス
テ
ム
」
の
一
層
の
確
立
を

推
進
す
る
。
水
産
業
で
は
、

一
刻
も
早
く
震
災
前
の
状
況

に
戻
せ
る
よ
う
漁

港
な
ど
の
復
旧
を

進
め
る
。
ま
た
、

安
全
・
安
心
な
農

林
水
産
物
の
提
供
に
向
け
、

引
き
続
き
放
射
性
物
質
の
徹

底
し
た
検
査
を
行
い
、
そ
の

上
で
、
県
の
農
林
水
産
物
の

安
全
性
を
し
っ
か
り
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
部

地
域
医
療
支
援
と
少
子
化
対
策
推
進

土
井
幹
雄
部
長

　
医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度

や
地
域
枠
に
よ
り
養
成
し
た

医
師
が
、
大
学
卒
業
後
、
確

実
に
本
県
に
定
着
す
る
よ

う
、
４
月
に
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
ベ

テ
ラ
ン
医
師
に
よ
る
個
別
相

談
な
ど
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
や
、
高
度
な
医
療

を
学
べ
る
環
境
づ
く
り
な

ど
、
若
手
医
師
が
夢
や
希
望

を
持
っ
て
、
安
心
し
て
地
域

医
療
に
従
事
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
未
婚
化
・
晩
婚
化

の
解
消
の
た
め
、
「
い
ば
ら

き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
中
心
に
全
県
的
な
結

婚
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展

開
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所

整
備
な
ど
に
よ
る
待
機
児
童

の
解
消
な
ど
、
少
子
化
対
策

を
積
極
的
に
進
め
る
。
そ
の

ほ
か
、
今
年
度
か
ら
妊
娠
専

用
の
電
話
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
安
全
な
出
産
に
向
け
た

相
談
体
制
の
強
化

を
図
る
。
さ
ら
に

は
、
３
月
に
策
定

し
た
計
画
に
基
づ

き
、
高
齢
者
が
健
康
で
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の

構
築
や
、
障
害
者
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

生
活
環
境
部

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
推
進

泉
　
幸
一
部
長

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
、
地
震
・
津
波
対
策

を
充
実
さ
せ
て
、
今
年
３
月

に
県
地
域
防
災
計
画
を
改
定

し
た
。
県
民
に
は
、
地
震
や

津
波
が
発
生
し
た
と
き
の
対

応
、
日
頃
の
備
え
な
ど
の
防

災
知
識
の
普
及
啓
発
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
へ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
先

般
の
よ
う
な
大
規
模
な
竜
巻

対
策
と
し
て
、
安
全
確
保
の

方
法
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
い
く
。
推
進
体
制
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
県
の
防
災

・
危
機
管
理
対
策
全
体
を
統

括
す
る
「
防
災
・
危
機
管
理

局
」
と
各
部
局
な
ど
に
「
防

災
監
」
を
設
置
し
て
お
り
、

県
の
総
合
的
な
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
第
６
期
湖
沼
水
質

保
全
計
画

２
０
１
１
―

年
度

に
基
づ
き
、
霞
ケ
浦

の
水
質
浄
化
を
図
る
。
特
に

流
域
で
生
活
排
水

の
未
処
理
世
帯
が

約
３
割
残
っ
て
い

る
こ
と
が
、
水
質

の
改
善
し
な
い
要
因
の
一

つ
。
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活

用
し
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽

の
設
置
促
進
や
下
水
道
へ
の

接
続
促
進
な
ど
生
活
排
水
対

策
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

土
木
部

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
推
進

小
野
寺
誠
一
部
長

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

以
上
が
経
過
し
、
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
。
引
き
続
き
一
日
も
早
い

完
全
復
旧
を
最
優
先
に
進
め

る
。
ま
た
、
耐
震
化
や
緊
急

輸
送
道
路
の
強
化
、
津
波
対

策
な
ど
、
今
後
想
定
さ
れ
る

地
震
や
津
波
に
対
応
す
る
公

共
土
木
施
設
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
。
併
せ
て
、
応

急
復
旧
資
材
の
備
蓄
や
関
係

団
体
と
の
連
携
強
化
な
ど
危

機
管
理
体
制
の
強
化
を
図

り
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
、
震
災
か
ら
の
復

興
や
魅
力
あ
る
い
ば
ら
き
づ

く
り
に
は
社
会
資
本
の
整
備

は
不
可
欠
。
圏
央
道
や
東
関

道
の
整
備
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
茨
城
港
・
鹿
島
港

の
機
能
強
化
と
利
用
拡
大
を

図
る
。
併
せ
て
、
通
学
路
の

歩
道
整
備
や
公
園
整
備
な
ど

県
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業

も
着
実
に
進
め
て

い
く
。

　
こ
れ
ら
の
整
備

の
効
率
的
な
推
進

や
今
後
の
災
害
時
の
復
旧
活

動
に
お
い
て
も
不
可
欠
と
な

る
、
地
元
建
設
業
界
が
健
全

経
営
を
図
り
持
続
的
に
発
展

で
き
る
よ
う
な
各
種
取
り
組

み
を
進
め
る
。

商
工
労
働
部

県
内
産
業
復
興
と
風
評
被
害
の
払
拭

横
山
仁
一
部
長

　
震
災
で
損
害
を
受
け
た
中

小
企
業
の
復
旧
・
復
興
へ
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
中

小
企
業
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
の

施
設
・
設
備
に
対
す
る
復
旧

事
業
や
、
被
災
地
域
の
事
業

者
が
被
災
求
職
者
を
雇
用
す

る
際
に
、
経
費
の
一
部
を
３

年
間
補
助
す
る
事
業
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
産
業
活
力
の

復
活
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
復
興
緊

急
融
資
お
よ
び
利
子
補
給
な

ど
に
よ
り
、
円
滑
な
資
金
調

達
を
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
観
光
面
で
の
風
評

被
害
払
拭
の
た
め
、団
体
客

ふ
っ
し
ょ
く

に
無
償
で
バ
ス
を
提
供
す
る

事
業
の
利
用
条
件
を
海
水
浴

客
向
け
に
緩
和
す
る
ほ
か
、

大
洗
海
岸
で
の
グ
ル
メ
屋
台

村
の
開
設
と
サ
ー
フ
ィ
ン
大

会
を
併
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
Ｊ

Ｒ
山
手
線
な
ど
の
車
内
で
観

光
Ｃ
Ｍ
放
映
を
実
施
す
る
。

　
加
え
て
、
今
後
の
産
業
構

造
や
経
済
・
社
会

情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、
新
た
に
成

長
が
見
込
ま
れ
る

分
野
へ
の
企
業
の
進
出
や
、

優
良
企
業
と
の
取
引
機
会
の

確
保
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
人
材
の
育
成
な
ど
を
一
層

促
進
し
、
力
強
い
本
県
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

企
画
部

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進

榊
　
真
一
部
長

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な

ど
を
踏
ま
え
改
定
し
た
、
県

総
合
計
画
「
い
き
い
き
　
い

ば
ら
き
生
活
大
県
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る

の
生
活
大
県
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推
進

し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
質

の
高
い
生
活
環
境
の
も
と
で

安
全
、
安
心
、
快
適
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
「
生
活
大

県
」
を
目
指
す
。

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
茨

城
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
に
は
、
定
住
人
口
や
交
流

人
口
の
確
保
が
重
要
だ
。
こ

の
た
め
、
生
活
大
県
を
実

現
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る

「
産
業
大
県
」
づ
く
り
に
一

層
力
を
入
れ
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
本
県
の
優
位

性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
「
つ
く
ば

国
際
戦
略
総
合
特
区
」
を
確

実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

企
業
誘
致
や
茨
城
空
港
の
利

用
促
進
・
就
航
対

策
に
全
力
で
取
り

組
む
。
ま
た
、
県

北
地
域
活
性
化
の

た
め
、
「
水
郡
線
Ｓ
Ｌ
運
行

事
業
」
な
ど
の
交
流
・
連
携

施
策
を
積
極
的
に
打
ち
出

し
、
各
地
域
の
特
性
や
資
源

を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

総
務
部

震
災
復
興
と
行
財
政
改
革
推
進

福
田
　
毅
部
長

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
、
復
興
を
早
期
に
成
し
遂

げ
、
茨
城
県
を
再
び
発
展
の

軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。
震
災

発
生
後
、
７
回
補
正
予
算
を

編
成
し
て
き
た
が
、
２
０
１

２
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

は
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の

事
業
を
最
優
先
す
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
引
き
続
き
経
済
・
雇
用

対
策
や
「
生
活
大
県
」
づ
く

り
の
た
め
の
分
野
を
重
点
課

題
と
し
て
編
成
し
た
。

　
ま
た
復
興
を
成
し
遂
げ
、

生
活
大
県
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
を

初
年
度
と
す
る
「
第
６
次
行

財
政
改
革
大
綱
」
に
よ
り
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
大
綱
で
は

県
庁
改
革
を
改
革
の
柱
の

ト
ッ
プ
に
据
え
、
茨
城
県
の

発
展
を
下
支
え
す

る
足
腰
の
強
い
県

庁
の
実
現
を
目
指

す
と
と
も
に
、
財

政
の
健
全
化
や
出
資
団
体
改

革
を
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
推

進
す
る
。
さ
ら
に
は
、
県
保

有
土
地
に
つ
い
て
も
土
地
販

売
推
進
本
部
を
活
用
し
、
早

期
処
分
に
努
め
て
い
く
。

政
策
審
議
室

本
格
復
興
へ
連
携
と
産
業
立
地
推
進

小
松
原
仁
理
事
兼
政
策
審
議
監

　
知
事
直
轄
の
組
織
と
し

て
、
部
局
横
断
的
な
観
点
か

ら
、
県
政
の
主
要
な
政
策
課

題
の
検
討
や
各
部
局
間
の
総

合
調
整
の
ほ
か
、
産
業
立
地

の
推
進
、
県
政
の
広
報
広

聴
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
に

向
け
て
、
「
東
日
本
大
震
災

復
興
基
金
」
や
「
東
日
本
大

震
災
復
興
交
付
金
」
な
ど
を

効
果
的
に
活
用
し
、
市
町
村

や
復
興
庁
と
連
携
し
な
が

ら
、
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
特
に
企
業
立
地
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
災
害
周
辺
地
域

産
業
復
興
企
業
立
地
補
助

金
」
や
「
茨
城
産
業
再
生
特

区
計
画
」
な
ど
、
新
た
に
創

設
さ
れ
た
立
地
促
進
策
な
ど

を
最
大
限
に
活
用
し
、
企
業

誘
致
に
よ
る
経
済

の
早
期
復
興
や
活

性
化
に
努
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、

県
民
の
愛
着
心
や
一
体
感
を

さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、

茨
城
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、今
年
度
か
ら
い

ば
ら
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ

レ
ビ
事
業
を
開
始
す
る
。

　東日本大震災からの本格的な復興
に向けた取り組みが県各部局と関連
団体で始まった。県は国の補助金な
どを活用し、東北被災地３県にも負
けない復興対策で、茨城県を再度発
展の軌道に乗せたい考えだ。農業・
水産業や観光業には福島第一原子力
発電所の事故による風評被害対策の
ほか、産業向けにはグローバル化対
策も必要だ。そこで、県や関連団体
の幹部に 年度の重点施策を語っ
てもらった。

運
営
に
進

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月７日 木曜日 　　


